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揺蕩う境界
-『耕す』を中心とした谷戸前川緑道再編計画 -
THE BORTER WHICH FROATS ROOTLESSLY





　It is a plan to perform house environment improvement and the expansion of the domain 
progressively by reorganizing the city park that is closed common resource in this study again as 
a garden promoting the voluntary interposition due to the hand of inhabitants.










日影規制　4 時 /2.5 時　1.5M
用途不明・利用者不在の忘れられた共有資源＠
時間の更新のズレによって、公共と私的空間の境目は
顕在化し、窓が開けなくなったり、裏口が封鎖された
住宅が連なっていた。谷戸前川緑道は戦前まで農村で
あった油面住区の必要不可欠な生活用水が流れてお
り、人々の共有資源として利用されてきた。のちに戦
後宅地開発が促進する傍ら、公共暗渠化され、その中
の一部を昭和 55 年に公共緑道として再整備が行われ
た。短期間で更新が繰り返される緑道周辺の住宅は交
通道路側にエントランスが設けられ、暗渠となった緑
道側は敷地境界線の際に建てられている。そうした現
象の結果、用途不在・利用者不明のまま残された緑道
は住民の『安全性』に対する意識をより強固なものと
し、敷地周囲には分厚い塀が、窓には冊子が設けられ
ている住宅を形成した。管理者は地元町内会のボラン
ティアが数名手入れを行っているが、明らかに不足で
あり、中途半端な緩い空地である。しかし、緑道は魅
力的な面も多く備わっている。管理者不足・暗渠とい
う要素から管理された緑地帯以上に住宅と緑道の境界
１．目的 ２．敷地概要
１．背景
資本に基づいた所有と管理の関係性は個人の土地や周
辺環境に対する利用と介在を狭めている。その象徴的
とも言われるブロック塀や鉄柵は私と公を可能な限り
明確にする役割を持ち、公への介入《管理》は現在の
生活体型では社会に対しての時間的制約によって難儀
なものとなり、区や市の一部が管理する単一化によっ
て成立している。特に顕著に現れる場として地域の隙
間に入り込む公園や緑道の単一的町並みや規則の厳戒
さはそうした管理の表れであり、こうした介入の許さ
れない場を「緩い空地」であると捉える。こうした場
所が住民の生活の一部として、個々が管理・維持を可
能とすることでその場所に対して住民の介入が可能と
なり、現在の閉塞的な領域の拡張が可能であるのでは
ないか。また介入された住民が作り出す新たな公共の
場は様々なキャラクターを得ることによって、既存の
単一的な町並みからの脱却を図る可能性を得られると
私は考える。
面には自然植生された植物が塀や道を覆い、敷地の境
界面は飛び越えて延びる植物達は都心部ながらも豊か
な水質と生物の多様性を教えてくれる魅力的な風景が
広がっている。
谷戸前川緑道になる以前を住宅の配置計画や、 ファ
サード、外構の関係性と探ることによって、その場所
の生活景が履歴として見えてくる。
phase:1 では川に対して、配置計画が敷地境界いっぱ
いに建てられ、川から吹く涼しげな風や生活用水とし
て利用できるような空間が広がっていた。phase:2 で
は戦後川が公共暗渠化され、対岸状との関係性が地続
きになったとともに裏側に生活の助長的な空地が生ま
れたことで生活の溢れ出しが魅力的な空間を構築して
いた。その痕跡として現在では塞がれてしまったが、
塀の一部に扉が設けられている住居が複数あることが
わかった phase:3 では暗渠が公共歩道へと整備され、
裏の戸口は植えられた木々によって塞がれてしまっ
た。また整備された結果、不特定多数の人間が介入さ
れることが住宅へのプライバシー性を強める要因へと
至り、窓は閉められ、格子窓や柵状のシャッターが設
けられるに至る。公共性として与えられることによっ
て人の介在する要素を剥奪することになった。
緑道に現れる環境を基準に緑道から建築を連続的な形
態を模すように計画する。「耕す」ことが成立する状
況として、現在の細分化された建築像ではなく、建築
が緑道全体の部分として機能する必要があり、それが
地域全体の共有資源として働く。
４．設計プロセス
５．目黒外構五原則
広域的なフィールドの調査から見つけられた問題の改
善や魅力的な生きられた場所性を顕在化するべく、緑
道と住宅間に対して、基盤となる原則を設ける。これ
により、共同体としての住環境の改善、世帯間の領域
の拡張、地球環境に必要な緑地の拡大化が住民の手に
よって行える状況を創発し、街に自分の庭と呼べる場
所を提供することが可能となり得る。また原則に対し
て必要なガイドラインとしての装置を同時にすること
で街に散らばったコードの基本となり、長期的に活動
を行える状況へと推進する。
目黒外構五原則
１. 世帯ごとに管理されたキャラクターのある庭
裏側に向けられた塀を取り外し、区の管理ではなく、
周辺環境を住民が自発的な整備によって、個々のキャ
ラクターを持った庭が面的な緑地として形成される。
２. 地続きな緑地帯への土留め階段と塀の削除
現在の大規模な造成の段差を更新期に緑道に対して地
続きな緑地帯として形成すべく、微地形を演出するブ
ロック階段と塀を取り払い、既存の庭と連結する。
３. 緑地拡張を促す建築形態と建蔽率の縮小
緑地帯の延長を目的とし、且つ川としてあったが故に
出来た細い小道を継承するべく、更新期に建てられる
住宅において、高床式を採用し、また住宅間を木造の
密集地として考えた場合、延焼防止となる住宅間の幅
を空ける。その結果、住宅の間に小道が設けられ、庭
の広がりをより強調する。
４. 雨の貯水と生活廃棄を活用した土壌改善
雨の集まる低地を生かした雨の循環と利用を目的とし
た装置を住宅と緑道の合間に設ける。またここの管理
する庭に対して、生活廃棄を利用したたい肥を利用す
ることでより生活の一部の中での利用が可能となる。
５. 住民の自発的介在を促す基本構造
住民の冗長空間が残余地を利用した者に留まり、緑道
に生活の気配が溢れてこない。裏手に対してより有効
に活用が可能な形態として構造をデザインすること
で、より豊かな庭へと変貌する。
目黒外構五原則に則り、緑道を耕すための装置を提案
する。この装置は現在の緑道管理の単一性を近隣住民
が区画ごとにそれぞれ管理する分別化を図ることに
よって成り立っており、これまでの維持管理費を世帯
ごとに分配し、それぞれの管理にあてがってもらうこ
とで場所ごとに様々なキャラクターを持った庭が形成
される。またこの装置を基準として、これから更新が
考えられる住宅の基本モデルを形成することで住民の
自発的な介在を可能とし、生活サイクルの一部として
緑道に関わる住宅が土地に愛着を持って根付き、更新
を繰り返すことによって、地域としての新たな風景が
形成される。
６．『耕す』するための 7 つの装置
７．緑道に流動と滞留を促す改修
図１　住宅モデル　平面図
図２　住宅モデル連結型　立面図
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緑道に対する介在性を高めるべく、既存の集合住宅の
一部を解体し、流動性を与えるためのパスと滞留性を
与えるための公共空間を維持管理費の一部を用いて計
画する。 既存の集合住宅は築年数が古く空室が多い
が、賃貸料が安く緑道と交通道路に対して、接続する
ボリュームを持っている。その利点を生かすため、既
存の水周りのコアを集束し、一般利用可能な公共性を
付与された空間を兼ね揃えた場とすることで、緑道と
交通道路を結ぶ集束点へと変わる。
閉ざされた緑道は段階的な計画を持って耕され、ロー
カルな庭《住民の自発的な介在が得られる場》へと変
貌し、 やがて周囲のコミュニティが介在可能なパブ
リックな庭《自分の都市領域が拡張され地域の共有資
源となる場》へと変化する。これにより緑道と住民と
の関係性は土地に対して根付き、愛着を持った新たな
地域基盤として機能する。
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ました主査の赤松佳珠子教授をはじめ、副査の下吹越
武人教授、北山恒教授、DS11 で指導していただいた
飯田善彦先生に深く御礼申し上げます。
また非常に刺激になった同期にも感謝申し上げます。
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